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1.雄物川自然再生計画作成の経緯

雄物川自然再生計画は、平成26年度において、ワンド・たまりの環境調査（魚類、植物、物理環境）を実施するとともに、学
識者を構成員とした「雄物川河川環境検討会」を設立し、指導・助言を踏まえながら作成した。

雄物川での自然再生事業を検討するにあたり、河川水辺の国勢調査などの調査結果
が基礎資料として活用できると考えられる。しかし、河川水辺の国勢調査だけでは、自
然再生事業の検討に十分なデータを得られていないことから、ワンド・たまり基礎調査を
実施した。

【調査結果（抜粋）】
定点ワンド・たまり調査でのトミヨ属魚類の確認状況は表に示すとおりである。定量調査
のみ（調査努力量が等しい）の採捕個体数は年々減少傾向にある。また、トミヨ属雄物
型の確認地点は、近年では1地点での確認のみである。

雄物川河川環境検討会ワンド・たまり基礎調査
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2.雄物川自然再生計画書に対する指摘事項と見直しの方針

平成26年度に作成した雄物川自然再生計画書に対しては、「平成26年度 第7回河川基本技術会議」における指摘や、
「雄物川河川環境検討会」委員における指摘を踏まえ、本年度見直しを行うこととする。

1.「平成26年度 第7回河川基本技術会議」の指摘
・河床の安定性、土砂移動とワンドの関係を分析整理し、それを
踏まえて対策工を検討すること。

2.「雄物川河川環境検討会」委員の指摘
・過年度の自然再生計画書（案）は、ワンド・たまりの対策に特化
しすぎているため、雄物川としてあるべき生物多様性の視点、雄物
川本来の川としてのあり方、人と川のつながり、流域的な視点等を
取り入れ、総論的にとりまとめること。

・自然再生の整備メニューについても、ワンド・たまりに特化せずに
流域の視点や人とのふれあいも含めて、自然再生として必要なも
のを網羅的に抽出すること。

・トミヨ属雄物型は、雄物川の指標的な生物ではあるが、本種の
保護を目的とした事業ではない。あくまで雄物川の自然再生として
生物多様性の視点でとりまとめる必要がある。

■指摘を踏まえた課題
・ワンド・たまりの対策やトミヨ属雄物型に特化せず、人と川のつな
がりや流域的な視点など様々な視点を踏まえた総論的なとりまと
めが必要。

■砂州移動・発達とワンド・たまりの関連性について分析し、経
年変化を踏まえ将来予測のもとに、適切な対策箇所を選定。

（見直しのキーワード）
・航空写真、縦横断データによる現状分析と将来予測
・樹林化メカニズム分析
・インパクトレスポンスの整理 等

指摘事項

■自然再生計画書は、様々な視点を踏まえた総論的な整理を
行うとともに、現計画のワンド・たまりの整備方針等の具体の対
策等については、別途実施計画書としてとりまとめる。
①本編：総論的なとりまとめ

（見直しのキーワード）
・生物多様性の視点
・雄物川本来の川としてのあり方
・人と川のつながり
・流域的な視点

②実施計画書編：早期実現性の視点から現計画のワンド・たま
りに着目した対策についてのとりまとめ。

（見直しのキーワード）
・早期実現性の視点からメニューを抽出
・対策箇所の選定
・対策方法の検討
・具体的なモニタリング計画
・関係機関、地域との連携

見直しの方針
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3.見直し計画書の構成と見直しのポイント

前項での指摘等を踏まえ、雄物川自然再生計画書（本編、実施計画書編）の見直し構成、見直しのポイントは以下のとおりとする。

はじめに
1.流域および河川の概要
1.1 流域の概要 1.2 流域の地形
1.3 流域の地質 1.4 流域の気候
1.5 流域の土地利用 1.6 流域の人口と産業
1.7 河川改修、ダム開発、出水の歴史

2.河川環境の概要
2.1 河川区分の設定
2.2 河川環境の概要

3.河川環境の変遷
3.1 物理環境の変化
3.2 生物環境の変化

5.自然再生の目標
5.1 自然再生の理念・基本的な考え方
5.2 自然再生の目標
5.3 自然再生手法の検討

7.モニタリング計画
7.1 モニタリングの基本的な考え方
7.2 モニタリング方針
7.3 日常の河川管理によるモニタリング

6.関係機関、地域との連携
6.1 関係機関、地域との連携の基本的な考え方
6.2 関係機関、地域との連携のイメージ
6.3 雄物川河川環境検討会

雄物川自然再生計画書（本編） 雄物川自然再生計画書（実施計画書編）

はじめに
1.自然再生の目標
1.1 自然再生の理念、基本的な考え方
1.2 自然再生の目標
1.3 目標③の整備箇所の選定

2.対象箇所の選定
2.1 対象箇所の選定の考え方
2.2 優先順位の設定
2.3 対策箇所の選定

3.対策方法の検討
3.1 対策方法の基本的な考え方
3.2 各箇所における対策方法の検討

4.モニタリング計画
4.1 モニタリングの基本的な考え方
4.2 モニタリング方針
4.3 モニタリング計画
4.4 日常の河川管理によるモニタリング

5.関係機関、地域との連携
5.1 関係機関、地域との連携の基本的な考え方
5.2 関係機関・地域との連携のイメージ
5.3 雄物川河川環境検討会

※分冊の説明を追加

※利水の概要を追加

※見直しポイント ※見直しポイント

※前回目標②、③に該当する課題を3.1に追加
目標②：河道と堤内地の連続性の確保
目標③：川の連続性の確保

※人と川の関わりを追加
※3.1.2 ワンド・たまりの概要を3.2へ移動

※4 雄物川のあるべき姿と課
題
4.1 雄物川の特徴
4.2 雄物川のあるべき姿
4.3 流域および河川の課題
4.4 インパクトレスポンスか
らみた課題

※モニタリングの基本的な考
え方と方針のみを記載（ワン
ド・たまりに特化しない）

※修正なし

※修正なし
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■対策区間の仕分け
■優先順位の設定
■一連区間の対策箇所の選定手順
①現状分析
②樹林化メカニズム分析
③インパクトレスポンスの整理
④砂州とワンドの関連性の整理
⑤将来予測
⑥対策箇所の選定

■対策方法の抽出
■河床変動解析による最適案の選定

■具体的なモニタリング計画の整理
（現計画書の内容）

■具体的な連携方法、内容の整理

■整備区間は現計画の区間



4.自然再生計画書（本編）の主な変更点

■変更点：「3.1.3川の連続性」を追加。
■変更理由：現自然再生計画書では、後述する「目標⑦河道と堤内地の連続性の確保」と「目標①：川の連続性の確保」に対する課題がな
かったため「3.河川環境の変遷」に追加。

本編 ｐ3-7
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4.自然再生計画書（本編）の主な変更点

■変更点：昔の写真から、雄物川の昔の利用状況を整理。
■変更理由：人と川とのかかわりの基本情報として整理。

本編 ｐ3-10
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4.自然再生計画書（本編）の主な変更点

■変更点：「4.雄物川のあるべき姿と課題」の章を新たに追加し、前段で「4.1雄物川の特徴」を記載。
■変更理由：目標設定に際し、目指すべき方向性（あるべき姿）を示すにあたり、前段で雄物川の特徴について総括。
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本編 ｐ4-1



4.自然再生計画書（本編）の主な変更点

本編 ｐ4-1

7

■変更点：「4.2雄物川のあるべき姿」を追加。
■変更理由：「4.1雄物川の特徴」を踏まえ、望ましい姿（目指すべき方向性）を整理。



4.自然再生計画書（本編）の主な変更点
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■変更点：「4.3流域および河川の課題」を追加。
■変更理由：望ましい姿（目指すべき方向性）に対し、現在顕在化している課題を流域および河川の環境別で整理。

本編 ｐ4-2



4.自然再生計画書（本編）の主な変更点

本編 ｐ4-3
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■変更点：「4.4インパクトレスポンスからみた課題」を追加。
■変更理由：顕在化している課題に対し、インパクトレスポンスの整理結果を踏まえその要因について考察。



4.自然再生計画書（本編）の主な変更点

■変更点：自然再生の理念の修正。
■変更理由：ワンド・たまりに特化した表現から総論的な表現に変更。

■変更点：目標の再設定。
■変更理由：課題を踏まえ総括的な目標を再設定。

本編 ｐ5-1
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4.自然再生計画書（本編）の主な変更点

■変更点：優先的に実施すべき目標を再整理。
■変更理由：重要性、緊急性等から優先的に実施すべき目標を明確にするため。

本編 ｐ5-5
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� 雄物川自然再生計画書（実施計画書編）は、本編で最も優先度が高いと評価した「目標③ワンド・たまり」について、具体的な「対策箇
所の選定」、「対策方法の検討」、「モニタリング計画」、「関係機関、地域との連携」について記載する。

(1)対象箇所の選定 １)目次構成

5.自然再生計画書（実施計画書編）の検討方針
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雄物川自然再生計画書（実施計画書編）

はじめに
1.自然再生の目標
1.1 自然再生の理念、基本的な考え方
1.2 自然再生の目標
1.3 目標③の整備箇所の選定

2.対象箇所の選定
2.1 対象箇所の選定の考え方
2.2 優先順位の設定
2.3 対策箇所の選定

3.対策方法の検討
3.1 対策方法の基本的な考え方
3.2 各箇所における対策方法の検討

4.モニタリング計画
4.1 モニタリングの基本的な考え方
4.2 モニタリング方針
4.3 モニタリング計画
4.4 日常の河川管理によるモニタリング

5.関係機関、地域との連携
5.1 関係機関、地域との連携の基本的な考え方
5.2 関係機関・地域との連携のイメージ
5.3 雄物川河川環境検討会

■対策区間の仕分け
■優先順位の設定
■一連区間の対策箇所の選定手順
①現状分析
②樹林化メカニズム分析
③インパクトレスポンスの整理
④砂州とワンドの関連性の整理
⑤将来予測
⑥対策箇所の選定

■対策方法の抽出
■河床変動解析による最適案の選定

■具体的なモニタリング計画の整理
（現計画書の内容）

■具体的な連携方法、内容の整理

■整備区間は現計画の区間



� 目標③に対する整備区間は、下図のようなワンド・たまりの分類を踏まえ下記の2段階で設定する。
� STEP１では、安定ワンド・たまり（H14、H18、H23に安定して存在しているワンド・たまり）のうち、面積減少や比高差が上昇している箇
所を「劣化ワンド・たまり」として抽出し、さらに樹林化や湧水の存在、トミヨ属魚類の確認状況を踏まえ、特に課題の大きいワンド・た
まりを「課題ワンド・たまり①」として選定した。

� さらに、STEP2では、箇所毎の対策ではなく一連区間で対策を講じることが重要であるという認識から、課題があるワンド・たまり（=地
点）から、それを含む一連の区間を対策区間として設定した。

� また、「消失ワンド・たまり」のうち、樹林化や陸地化により消失した可能性がある消失理由③のワンド・たまりの湧水のある箇所は、
人工的に手を加えることにより、ワンド・たまりが再生される可能性があると推測されることから「課題ワンド・たまり②」として選定した。

(1)対象箇所の選定 １)対策区間の設定

5.自然再生計画書（実施計画書編）の検討方針

13

昨年度の検討結果

HP非公表
HP非公表



5.自然再生計画書（実施計画書編）の検討方針

� 課題ワンド・たまりの位置から、対策区間を設定すると以下のようになる。

(1)対象箇所の選定 1)対策区間の設定

14

昨年度の検討結果

HP非公表



5.自然再生計画書（実施計画書編）の検討方針

� 整備箇所は、課題ワンド・たまりの特性と周辺特性から点としての箇所と一連区間に分けられる。
� 点としての課題ワンド・たまりについては、点としての整備とし、一連区間の課題ワンド・たまりについては、一連区間の中で、対策箇
所を選定するものとする。

(1)対象箇所の選定 2)対策箇所の仕分け

点としての課題ワンド・たまり箇所

●
本川において唯一トミヨ属雄物型が確認されている箇所である
が、近年劣化（面積の縮小）が著しくこのままでは消失する恐れ
のあるワンド・たまりである。既存ワンドの周辺や消失している箇
所に新たにワンド・たまりを整理することでトミヨ属雄物型の生息
環境の拡大が期待できると考えられる。

●
H14時点ではワンド・たまりの存在が確認されているが、その

後H18、H23では土砂堆積、樹林化等により消失したと考えられ
るワンド・たまりである。なお、このワンド・たまり箇所では湧水が
確認されていることから、人工的に手を加えること再生が可能で
あると考えられる。

一連区間の課題ワンド・たまり区間

●

雄物川の中流部②に位置し課題ワンド・たまりが点在する区間で、
二極化や樹林化が著しい区間である。この区間は、人工的に手を加え
ることで、自然の営力による適度な撹乱を誘発し、河道の安定化や樹
林化を抑制し、ワンド・たまりの再生を含め生物多様性の観点から対
策を行うことが望まれる区間である。また、中流部②は一部の区間を
除き河川整備計画の対象範囲外であることから、自然再生事業により
対策を講じることが望まれる。

●

玉川の中流部の区間であり、課題ワンド・たまりや消失ワンド・たまり
が点在する区間である。この区間も上記と同様にワンド・たまりの再生
を含め生物多様性の観点から対策を行うことが望まれる区間である。
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HP非公表

5.自然再生計画書（実施計画書編）の検討方針

■実施計画書編の対象区間は、ワンド・たまりの再生を目標とした対象区間とする。
■本年度は、この対象区間に対し、対策箇所の選定、対策方法の検討を行い、最優先箇所で実施設計を行うとともに、当該箇所を対象として
地域との連携のためのワークショップを開催する。
■なお、最優先箇所は、下記の理由により 消失ワンド・たまりを考えている。

ワンド

【現状】
・樹林化の進行によりワンド・たまりが消失。
・湧水あり。

【優先度】 優先度大
・消失ワンド・たまりであることから工事による
環境への影響が小さい。
・ワンド・たまり再生の効果検証がやりやすい。
・周辺に学校があり、NPOや漁協等の関係機
関と協働した取り組みが期待できる。
※当該箇所を先行し、モニタリングによって得
られた知見（掘削深、掘削面積、掘削勾配等の
妥当性の検証結果）を他の箇所の対策へフィ
ードバックする。

ワンド

ワンド

点としての対策

点としての対策

一連区間の中で対
策箇所を選定

一連区間の中で対策箇所を選定最優先箇所

【現状】
・トミヨ属雄物型が確認されている。

・樹林化の進行によりワンド・たまり
が縮小している。

【優先度】 優先度大
・トミヨ属雄物型が確認されており、
優先度は高い。

※手を加えることによる環境改変に
おりトミヨ属雄物型の貴重な生息環
境を悪化させることがないように留
意する必要がある。

【現状】
・区間内に2箇所課題ワンド・たまりが存在する。
・樹林化の進行によりワンド・たまりが縮小している。

【優先度】 優先度中
・一連区間の対策であるため事業が大規模となる可能性がある。

【現状】
・10km程度の一連区間に課題ワンド・たまりが点在している。
・澪筋や砂州は洪水により変化するも、樹林化傾向にある。

・一部の区間を除き、河川整備計画区間の対象外である。
【優先度】 優先度中
・一連区間の対策であるため事業が大規模となる可能性がある。

ワンド

(1)対象箇所の選定 3)最優順位の設定
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5.自然再生計画書（実施計画書編）の検討方針

■一連区間において、対象箇所を選定するにあたっては、以下の手順に則って整理を行う。

(1)対象箇所の選定 4)一連区間における対策箇所の選定の検討方針

■現状分析
①河床高の経年変化
②澪筋の変遷
③砂礫河原（砂州）の変遷
④樹林化の変遷

■河道の変遷とワンド・たまりの関連性の分析
・砂州の移動・発達や樹林化等の河道の変遷とワンド
・たまりの消失、劣化等の関連性の整理

■インパクトレスポンス分析
・河道の変遷とインパクトの関連性を分析
・将来予測の基本情報とする。

■将来予測
・現状分析の結果を踏まえ、将来の河道（上記①～④
）及びワンド・たまりの変遷を予測する。

■対策箇所の選定
・上記の整理結果を踏まえ、以下のポイントで対策箇所を選定する。
【対策箇所の選定のポイント】
●自然の営力による適度な撹乱による多様な河川環境の形成が誘発されると考えられる箇所
⇒砂州の移動の活発化

●二極化を助長していると考えられる箇所で、対策を講じることで二極化の抑制に効果があると考えられる箇所
⇒二極化の抑制、樹林化の低減、砂礫河原の再生、瀬・淵の再生

■樹林化メカニズムの分析
・河道の変遷と樹林化の関連性から樹林化の要
因を分析
・将来予測の基本情報とする。
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点としての対策 一連区間における対策

HP非公表
HP非公表

HP非公表

5.自然再生計画書（実施計画書編）の検討方針

(2)対策方法の検討 1)検討方針

斜め掘削

ワンド ワンド ワンド

ワンド

くぼ地掘削消失ワンド・たまりの掘削

掘削高、形状の設定
（案）平水位を基本とし、斜め掘削により堆積しにくい環境を創出、
掘削勾配：水際部1/30、水際部以外1/100程度を目安

ワンド・たまりの掘削高

（消失ワンドの再生） （劣化ワンドの再生） （一連区間でのワンド・
たまりの再生）

※掘削形状の設定については、平面二次元解析により
掘削による掃流力変化等を評価予定

基準水位は1/10渇水位とし、確保水深は小型
魚が生息・移動できる最小水深10cm※とする。
※対象魚種：トミヨ属魚類、ゼニタナゴ

ヤリタナゴ、キタノアカヒレタビラ

※正常流量の手引き(案）平成19年9月より

【参考事例】
阿賀野川のワンド再生の事例では
渇水位-50cm、法勾配1/10
・アユの産卵･移動の必要水深30cm
・H23.7出水の土砂堆積30～40cm

掘削高、形状の設定
（案）劣化前のたまりと同規模のくぼ地を掘削、敷高は渇水
時でも魚類が生息できる水深確保（1/10渇水位－10cm等
）、法勾配1/10、幅20m×長さ20m程度（H24以降消失した
面積分）

斜め掘削の勾配
平水位を基本とし、斜め掘削により堆積しにくい環境を創出、
掘削勾配：水際部1/30、水際部以外1/100程度を目安

【参考事例】 阿賀野川の礫河原の再生 ※平水位以下で斜め掘削

1/30

掘削高、形状の設定
（案）消失前のワンドの形状を勘案して設定、敷高は渇水時
でも魚類が生息できる水深確保（1/10渇水位－10cm等）、
法勾配1/10、幅10m×奥行き30m（H14水辺の国調より）

H14水辺の国調

参考（S50航空写真）
※ワンド規模＝幅
40m×奥行き80m

H24ワンド調査結果

消失ワンド・たまり

ワンド・たまり

湧水
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HP非公表

HP非公表

HP非公表

HP非公表
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5.自然再生計画書（実施計画書編）の検討方針

玉川5.2k消失ワンド・たまり UAV画像

20
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38

40

-200 -100 0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

S62 H08 H14 H19 H25

消失ワンド・たまり

河床高が低下傾向

(2)対策方法の検討 2)最優先対策箇所の現状
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6.本年度の検討スケジュール（案）

本年度の検討スケジュールは以下のとおりとする。
検討会は2回開催することとし、1回目で本年度の検討方針の確認、2回目で検討結果の確認を行う予定。ワークショップは1月を予定。
対策箇所の 消失ワンド・たまりで測量、設計を実施。

本年度の検討スケジュール（案）

■次年度以降：詳細設計及び施工を順次進めていく。

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1.本編の検討

2.実施計画書編の検討

2.1 対策箇所の選定

2.2 対策方法の検討

3.検討会

4.ワークショップ

5.詳細設計

6.測量

7.とりまとめ・公表

■第6回検討会
・自然再生計画書（案）の修正方針について
・実施計画書（案）の検討方針（本年度の検討方針）について
・ワークショップの進め方について
・その他（本年度のモニタリング調査の経過報告等）

■第7回検討会
・自然再生実施計画書について
・モニタリング結果の報告
・ワークショップ開催結果
・今後について
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